
日
本
に
お
い
て
も
、
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
に
医
術
開
業
試
験

に
「
歯
科
」
で
受
験
し
た
小
幡
英
之
助
の
試
験
問
題
の
一
項
に
ズ
ッ

チ
ン
ソ
ン
氏
歯
に
関
す
る
こ
と
を
問
ふ
」
と
あ
る
。
小
幡
は
こ
れ
に

合
格
し
、
同
年
十
月
二
日
付
で
免
状
を
下
附
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て

日
本
に
は
す
で
に
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
の
三
主
徴
に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

（
日
本
歯
科
大
学
新
潟
歯
学
部
）

『
聖
済
総
録
」
は
北
宋
政
和
年
間
（
二
二
’
一
二
七
）
に

政
府
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
医
学
全
書
で
あ
る
。
戦
乱
の
た
め
金
・
元

の
時
代
に
な
っ
て
校
定
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
中
国
で
は
大
部
分

が
散
逸
し
た
。

日
本
で
は
天
文
十
六
年
、
吉
田
意
安
が
入
明
し
、
四
年
後
、
元
刊

『
大
徳
重
校
聖
済
総
録
』
二
○
○
巻
を
も
ち
帰
っ
た
。
本
書
は
文
化

十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
日
本
で
刊
行
さ
れ
、
日
本
聚
珍
版
と
称
し
、

近
年
こ
れ
を
底
本
と
し
て
中
国
で
刊
行
さ
れ
た
。

『
聖
済
総
録
」
二
七
巻
か
ら
二
二
巻
ま
で
は
口
歯
門
で
、
そ

の
う
ち
二
九
巻
か
ら
一
二
一
巻
ま
で
が
歯
牙
疾
患
の
記
述
で
あ

る
。
歯
牙
疾
患
は
次
の
一
六
項
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

牙
歯
歴
壼
・
牙
歯
疹
痛
・
歯
蜜
・
虫
蝕
牙
歯
・
腎
虚
歯
風
痛
・
歯

風
腫
痛
・
歯
節
腫
・
風
箔
・
歯
間
出
血
・
歯
師
宣
露
・
歯
鶴
・
牙
歯

『
聖
済
総
録
』
に
お
け
る
歯
牙
疾
患
の

分
類

戸
出
一

郎
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動
揺
。
牙
歯
黄
黒
・
牙
歯
不
生
・
牙
歯
挺
出
・
措
歯

歯
牙
疾
患
の
分
類
は
お
お
む
ね
『
諸
病
源
候
論
』
（
以
下
「
病
源
」
）

に
よ
っ
て
い
る
が
、
腎
虚
歯
風
痛
・
風
箔
・
歯
勵
宣
露
・
措
歯
は

『
病
源
」
に
な
い
。
逆
に
『
病
源
』
に
あ
っ
て
『
聖
済
総
録
』
に
な

い
項
は
、
牙
痛
候
・
歯
痛
候
・
牙
虫
候
・
歯
虫
候
・
歯
漏
候
・
齢
歯

候
・
歯
音
離
候
・
歯
鮒
候
・
抜
歯
損
候
で
あ
る
。

牙
痛
候
と
歯
痛
候
を
採
ら
な
か
っ
た
の
は
牙
歯
疹
痛
の
中
に
両
者

を
包
含
す
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
『
病
源
』
で
は
牙
歯
痛
候
．

牙
痛
候
・
歯
痛
候
の
三
候
を
列
記
し
て
い
る
が
、
牙
歯
痛
候
が
あ

れ
ば
後
の
二
候
は
不
要
で
あ
る
。
牙
虫
候
・
歯
虫
候
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
そ
の
他
の
症
候
に
つ
い
て
は
他
の
症
候
と
共
通
す
る
も

の
か
、
あ
る
い
は
頻
度
が
少
な
い
た
め
に
省
略
さ
れ
た
の
で
あ
る

毒
勾
ゾ
Ｏ

牙
歯
疹
痛
の
説
明
は
「
論
に
曰
く
、
牙
歯
疹
痛
に
二
あ
り
。
手
の

陽
明
脈
虚
し
、
風
冷
こ
れ
に
乗
じ
て
痛
む
も
の
、
こ
れ
を
風
痛
と
い

う
。
虫
、
歯
根
に
居
り
侵
蝕
や
ま
ず
、
余
歯
に
伝
え
受
け
て
痛
む
も

の
、
こ
れ
を
虫
痛
と
い
う
。
二
者
同
じ
か
ら
ず
。
古
方
に
塗
付
・
漱

喋
の
薬
あ
り
。
風
を
去
り
虫
を
治
す
。
こ
れ
を
用
う
る
に
各
ど
法
あ

り
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
『
病
源
』
に
「
：
・
陽
明
の
脈
虚
す
れ
ば
牙
歯
を
栄
す
る
能

わ
ず
。
風
冷
傷
る
所
と
な
す
。
故
に
疹
痛
す
る
な
り
。
ま
た
虫
あ

り
。
牙
歯
を
食
す
れ
ば
則
ち
歯
根
に
孔
あ
り
。
虫
そ
の
間
に
居
る
。

ま
た
伝
え
受
け
て
余
歯
ま
た
皆
疹
痛
す
。
こ
れ
則
ち
針
灸
に
て
窪
え

ず
、
薬
を
付
す
れ
ば
虫
死
し
て
乃
ち
痛
み
や
む
」
と
あ
る
の
を
引
用

し
、
同
時
に
そ
の
意
味
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
病
源
』
に
並

記
さ
れ
て
い
る
経
絡
説
と
虫
蝕
説
は
ま
っ
た
く
別
の
系
統
の
病
理
論

で
、
治
法
も
ま
た
両
者
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
て
い

る
。

風
と
虫
と
の
関
係
は
虫
蝕
牙
歯
の
項
で
さ
ら
に
ふ
み
こ
ん
で
説
明

さ
れ
る
。

「
論
に
曰
く
、
字
書
に
い
う
。
凡
て
動
く
も
の
は
皆
風
と
、
虫
は

風
を
以
て
化
す
。
蓋
し
手
の
陽
明
の
支
脈
は
歯
に
入
る
。
そ
の
経
虚

損
し
、
骨
髄
栄
せ
ざ
れ
ぱ
風
邪
こ
れ
に
乗
じ
て
歯
に
攻
入
し
、
毒
気

と
湿
と
相
榑
ち
て
虫
を
生
ず
。
故
に
虫
蝕
牙
歯
と
い
う
な
り
。
そ
の

状
、
歯
根
に
巌
あ
り
。
或
は
疹
痛
を
な
す
。
甚
だ
し
き
は
則
ち
揺
動

宣
露
、
浮
腫
し
膜
を
な
す
。
世
俗
ま
た
呼
び
て
艸
牙
と
な
す
」
と
あ

ブ
（
》
Ｑ

風
湿
相
榑
っ
て
虫
を
生
じ
た
の
だ
と
い
う
。
『
病
源
』
で
は
風
．
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上
述
の
よ
う
に
『
聖
済
総
録
』
の
編
者
は
歯
牙
疾
患
の
分
類
に
あ

た
り
、
『
病
源
』
を
基
準
と
し
な
が
ら
『
病
源
」
の
も
つ
矛
盾
を
正

し
、
重
複
を
さ
け
、
不
備
を
補
い
、
経
絡
を
明
確
に
し
、
臨
床
的
に

合
理
的
な
分
類
に
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
編
者

が
も
っ
と
も
重
ん
じ
た
の
は
内
経
の
医
説
で
あ
ろ
う
。

臨
床
的
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
『
聖
済
総
録
』
に
お
け
る
歯
牙
疾
患

の
分
類
は
『
病
源
』
や
宋
初
の
「
太
平
聖
恵
方
』
よ
り
も
一
段
と
優

れ
た
合
理
性
を
も
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
本
書
の
分
類

虫
を
、
同
一
症
候
に
お
け
る
別
個
の
病
因
と
し
て
並
べ
て
い
る
だ
け

で
あ
る
が
、
本
書
で
は
五
行
説
に
基
づ
い
て
風
・
虫
の
関
係
を
考
察

し
、
両
者
並
立
の
意
味
を
理
論
的
に
説
明
し
て
い
る
。

牙
歯
歴
霊
・
牙
歯
黄
黒
・
牙
歯
不
生
は
、
『
病
源
』
で
は
い
ず
れ

も
手
足
の
陽
明
経
に
風
冷
の
邪
が
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
る
と
し
て

い
る
が
、
本
書
で
は
腎
ま
た
は
腎
気
の
虚
に
よ
る
と
し
、
陽
明
経
は

挙
げ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
腎
虚
歯
風
痛
の
項
で
は
足
の
少
陰
経
（
腎
）

の
虚
に
よ
っ
て
寒
冷
刺
激
に
よ
る
歯
痛
が
起
る
よ
う
に
な
る
と
述
べ

て
い
る
。
こ
れ
は
内
経
の
医
説
に
基
づ
く
説
明
で
あ
る
。

さ
ら
に
編
者
は
措
歯
の
項
を
設
け
、
予
防
衛
生
の
重
要
性
を
説
い

て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｕ
Ｐ
凸

’

と
医
説
は
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）
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